
 

 

 
令和４（2022）年３月２日 

聖徳大学 聖徳大学短期大学部 

 

東日本賃貸住宅本部 

 

 
聖徳大学とＵＲ都市機構が連携協定を締結 

 

～千葉県内の団地及びその周辺地域の活性化等に向けて協働～ 

 
聖徳大学 聖徳大学短期大学部（以下「聖徳大学」という。）と独立行政法人都市再生機構

（以下「ＵＲ都市機構」という。）は、令和４年３月１日に千葉県内のＵＲ賃貸住宅（以下、

「団地」という。）及びその周辺地域の活性化等の推進に係る連携協定を締結しました。 

今後、聖徳大学とＵＲ都市機構は両者の知見を活かし、団地及びその周辺地域でのフィー

ルドワークや高齢者・子育て支援の促進等により、多世代交流や地域課題への対応に取り組

んでまいります。 

     
右から、聖徳大学 聖徳大学短期大学部 学長 川並 弘純、 

ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 東京東・千葉地域本部長 久保木 茂文 

 

【お問い合わせ先】 

◆聖徳大学 聖徳大学短期大学部 地域連携課      （電話）047-365-1111（代表） 

◆ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 

千葉エリア経営部ウェルフェア推進課         （電話）043-296-7377 

総務部 総務課  （広報担当）              （電話）03-5323-2555 



 

 

１．背景・目的 

 聖徳大学では、「和」の精神を建学の理念として掲げ、独自の「人間教育」プログラムを通

じて、高い品性と深い教養、そして専門性を極めた高い実践力を身に付けた女性の教育を目

指しています。また、知識や技能だけでなく、経験・体験を通じて物事の解決策を推論して

構築できる力を育てるため、地域に根ざした産官学連携事業にも積極的に取り組んでいます。 

ＵＲ都市機構では、団地における少子高齢化が進行していることを踏まえ、地域の関係者

の方々と連携・協力しながら、高齢者の健康維持・増進の活動や多様な世代の交流機会の創

出を通して、人々が生き生きと暮らし続けられる住まい・まちづくりを目指しています。 

 この度、聖徳大学とＵＲ都市機構は、両者の特徴や活動等を活かし、千葉県内の団地とそ

の周辺地域における地域課題への対応や多世代交流による活性化等を図るため、連携・協働

することとしました。協働に伴う積極的な意見交換や情報発信により、地域の魅力向上を推

進してまいります。 

 

２．締結者 

・聖徳大学 

聖徳大学 聖徳大学短期大学部 学長 川並 弘純 （かわなみ ひろずみ） 

・ＵＲ都市機構 

東日本賃貸住宅本部 東京東・千葉地域本部長 久保木 茂文 （くぼき しげふみ） 

 

３．主な連携事項 

 聖徳大学とＵＲ都市機構は地域関係者とも連携しながら、団地及びその周辺地域をフィー

ルドに、お住まいの方の健康寿命延伸や介護予防に繋がる試み、また子どもたちも楽しめる

多世代交流イベント等の企画を検討し、次の事項に取り組んでまいります。 

・団地や周辺地域における多様な世代の交流の創出 

・高齢者支援及び子育て支援の推進 

・地域の課題解決のための実践的な研究（団地及びその周辺地域でのフィールドワーク、

アートを活用した交流・拠点作り）  など 

                                    


